
2008-2011ITTO行動計画の概要

前文、ITTOの活動目的

第一部 背景
１．導入
1.1 目的
1.2 政策及びプロジェクト
(参考）2006年の国際熱帯木材協定における目的
1.3 組織の構成

２．熱帯林に関する傾向と世界的な進展
2.1 熱帯林及び熱帯木材貿易の傾向
2.2 近年の世界的な進展

第2部 2008年～2011年の活動
１．テーマ別プログラム
２．委員会別の活動
2.1 林産業委員会
期待される成果１：持続可能かつ合法な資源から生産される

熱帯木材及びその他の林産物の更なる加工
と生産量の増加

期待される成果２：持続可能かつ合法な資源から生産される
熱帯木材及びその他の林産物の伐採、加工
及び利用の効率性の向上

2.2経済、統計及び市場委員会
期待される成果３：国際市場における木材及び木材製品に関する

貿易のデータ、知識、将来見通し、競争力の
向上

期待される成果４：持続可能に経営され、合法的に伐採された
資源による熱帯木材の供給の増加

2.3造林及び森林経営
期待される成果５：熱帯林資源の確保

期待される成果６：熱帯林資源の持続可能な経営

３．分野横断的活動
・調査、開発及び技術移転
・コミュニケーション及び公報
・データベース及び情報システムの強化
・人材育成
・国際協力

第3部 戦略と実施
１．効率的な実施方法
２．実施方法、モニタリング及び評価
2.1 行動計画の実施方法
2.2 モニタリング及び評価

（参考１ ：国際的な林業の枠組みにおける重要な進展）
（参考２ ：ITTOによる主要な政策活動）


